
 
 

 

平成27年５月28日 

各 位 

     会社名 株式会社メディビックグループ 

代表者名   代表取締役社長 窪島 肇 

（コード番号 2369：東証マザーズ） 

問合せ先  取締役 疋田 賢司  

（Tel: 03-5439-9691） 

 

株式会社フォーシス アンド カンパニーとの業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、平成27年５月28日開催の取締役会において、株式会社フォーシス アンド カンパニー 

(以下フォーシス社という。) との間で再生医療事業および遺伝子検査を活用した美肌検査事業に

関する業務提携を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．業務提携の理由   
  当社グループは、再生医療、遺伝子検査の技術開発をもとに事業を展開しております。これ 
 らの技術・サービスを広くマーケットで流通させ、収益向上につなげるためには、サービスの 
 提供拠点や、顧客との接点の拡大が必須となります。 
  フォーシス社が有する既存の店舗や顧客を活用し、当社グループが提供する再生医療事業や 
 美肌検査事業を展開することで、相互の事業成長の基盤を確立し、今後の収益向上を実現して 
 まいります。 
 
２．業務提携の内容 
  フォーシス社は、婚礼衣装の企画・販売事業や婚礼情報サイトの運営事業を行っており、同 
 社が手掛ける婚礼事業では、若い男女を顧客として、全国 67店舗（平成 27年４月末現在）に 
 て事業を推進しております。 
  今回、当社グループとの連携により、フォーシス社では、再生医療技術を用いてのアンチ・ 
 エイジング事業、遺伝子検査・美肌検査事業を開始いたします。 
  当社グループは、フォーシス社が有する顧客に対し、または店舗において、再生医療を用い 
 たアンチ・エイジング事業を展開するときに、培養装置や設備などのハード面と、製品の品質・ 
 規格などのソフト面による再生医療技術の提供を行います。また、婚礼前後のサービスメニュ 
 ーとして遺伝子検査技術を用いた美肌検査も提供する予定です。 
  当社グループの技術開発力とフォーシス社の営業力のシナジーにより流通を促進させ、両社 
 の事業拡大を実現してまいります。 

 
 
 
 



３．業務提携先の会社概要 
① 名      称 株式会社フォーシス アンド カンパニー 

② 所  在  地 東京都渋谷区神宮前６丁目 25 番 14 号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役 太田 清五郎 

④ 事 業 内 容 婚礼衣装の企画・制作・販売 

⑤ 資 本 金 50百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 平成７年４月 26日 

⑦ 発 行 済 株 式 数  1,000 株 

⑧ 大株主及び持株比率 株式会社コンサバティヴホールディングス 100.00% 

⑨ 上場会社と当該会社

の間の関係
 

資本関係 

同社は、平成 27 年３月２日第三者割当に

て当社の新株式 61,400 株及び第６回新株

予約権 15,000 個（1,500,000 株）を取得

保有しております。 

（平成 27 年４月末日現在） 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への 
該当状況 

該当事項はありません。 

⑩ 最近３年間の経営成績及び財政状態（単体）（単位：百万円。特記しているものを除く） 

決 算 期 平成 24 年３月期 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 

純 資 産 1.888 2,307 2,872 

総 資 産 3,797 4,923 6,160 

1 株当たり純資産(円) 1,888,975 2,307,775 2,872,170 

売    上       高 4,150 5,148 6,255 

営 業 利 益 1,039 803 1,468 

経 常 利 益 1,048 836 1,513 

当 期 純 利 益 559 532 816 

１株当たり純利益（円） 139,801 133,225 204,104 

１株当たり配当額（円） 100,000 50,000 300,000 

 
４．業務提携の日程 

取締役会決議   平成27年５月28日 

業務提携契約締結  平成27年５月28日 

事業開始日    平成27年12月(予定) 

５．今後の見通し 

  フォーシス社との業務提携に伴い、当社グループが再生医療技術の提供を行うことで、 

中長期的に当社グループの業績の向上に寄与するものと考えておりますが、現状において 

収益が計上される時期は未確定であることから、平成27年12月期の業績に与える影響は現

在においては未定であります。今後、個別のサービス展開の進捗に応じて、適宜開示して

まいります。 

以 上 


